
　令和３年度決算収支の状況（一般会計）
（単位：千円）

歳入決算額 a 歳出決算額 b
形式収支

a-b=c
翌年度に繰り越すべき

財源 d
実質収支 c-d

22,625,118 21,476,103 1,149,015 192,262 956,753

令和３年度　朝来市の決算概要

　令和３年度の一般会計決算額は歳入（収入）が226億2,512万円、歳出（支出）が214億7,610万円で
差引き11億4,902万円の黒字決算になりました。このうち翌年度に繰越して行う事業の財源1億9,226
万円を差引いた9億5,676万円が実質的な黒字となります。
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形式収支（手元に残った額）

11億4,902万円

翌年度に繰り越すべき財源

（来年度に使う予定の額）
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１ 決算収支
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　決算収支の推移（一般会計）

　直近７年間の決算収支は以下のように推移しています。
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　令和３年度歳入決算額の内訳

　用語解説

　令和３年度の一般会計歳入決算額は226億2,512万円であり、うち自主財源が71億8,346万円
（31.7％）、依存財源が154億4,166万円（68.3％）となりました。

市税

44億246万円

19.4%
使用料及び手数料

5億8,446万円

2.6%

諸収入

5億3,050万円

2.3%その他

16億6,604万円

7.4%

地方交付税

83億5,211万円

36.9%

市債

9億9,400万円

4.4%

国庫支出金

33億1,154万円

14.7%

県支出金

15億7,357万円

7.0%

その他

12億1,044万円

5.3%

歳 入
226億2,512万円

自主財源

31.7%

依存財源

68.3%

２ 歳入

自主財源（市独自で調達できる財源）

〇市税

市民税、固定資産税、軽自動車税など
――――――――――――――――

〇使用料及び手数料

市の施設の使用料や、各種証明書の

発行手数料など

――――――――――――――――

〇諸収入

事業収入や広告収入など

依存財源（市独自で調達できない財源）

〇地方交付税

地方公共団体の収支不足や不均衡を
是正するために国から交付されるお金

――――――――――――――――

〇国庫・県支出金

特定の事業の財源として国や県から支
出されるお金

――――――――――――――――

〇市債

市が借り入れたお金
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　自主財源・依存財源の推移（一般会計）

　直近７年間の歳入決算額における自主財源・依存財源の比率は以下のように推移しています。

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

依存財源

自主財源

令和３年度 朝来市の決算概要



　　歳入の状況（一般会計）
（単位：千円・％）

決算額 構成比 決算額 構成比

7,183,458 31.7 7,686,451 30.3 △ 6.5

市税 4,402,457 19.4 4,463,762 17.6 △ 1.4

分担金及び負担金 172,732 0.8 188,152 0.8 △ 8.2

使用料及び手数料 584,463 2.6 592,780 2.3 △ 1.4

財産収入 80,155 0.4 131,342 0.5 △ 39.0

寄附金 441,721 1.9 470,173 1.9 △ 6.1

繰入金 309,353 1.4 896,686 3.5 △ 65.5

繰越金 662,075 2.9 463,966 1.8 42.7

諸収入 530,502 2.3 479,590 1.9 10.6

15,441,660 68.3 17,643,641 69.7 △ 12.5

地方譲与税 252,278 1.1 249,103 1.0 1.3

利子割交付金 2,947 0.0 3,706 0.0 △ 20.5

配当割交付金 29,786 0.1 20,787 0.1 43.3

株式等譲渡所得割交付金 35,119 0.2 24,046 0.1 46.0

法人事業税交付金 48,398 0.2 22,419 0.1 115.9

地方消費税交付金 704,879 3.1 654,503 2.6 7.7

ゴルフ場利用税交付金 15,210 0.1 13,958 0.1 9.0

自動車取得税交付金 0 0.0 12 0.0 皆減

環境性能割交付金 28,232 0.1 22,407 0.1 26.0

地方特例交付金 87,841 0.4 35,441 0.1 147.9

地方交付税 8,352,107 36.9 7,930,838 31.3 5.3

交通安全対策特別交付金 5,750 0.0 5,939 0.0 △ 3.2

国庫支出金 3,311,540 14.7 5,640,521 22.3 △ 41.3

県支出金 1,573,573 7.0 1,564,161 6.2 0.6

市債 994,000 4.4 1,455,800 5.7 △ 31.7

22,625,118 100.0 25,330,092 100.0 △ 10.7

令和３年度

合　　　　　計

自主財源

依存財源

名　　　　　称
令和２年度 対前年

増減率
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　令和３年度歳出決算額の内訳（目的別）

　用語解説

　令和３年度の一般会計歳出決算額は214億7,610万円でした。
　歳出は、「何のために使ったのか」を分類する”目的別”と、「どのように使ったのか」を分類する
”性質別”の２種類に分けられます。

３ 歳出

民生費

57億3,920万円

26.7%

公債費

36億5,554万円

17.0%

総務費

32億7,466万円

15.3%

衛生費

21億5,023万円

10.0%

教育費

19億7,564万円

9.2%

土木費

19億5,015万円

9.1%

農林水産業費

10億7,934万円

5.0%

商工費

7億7,642万円

3.6%

消防費

6億9,638万円

3.3%

その他

1億7,854万円

0.8%

歳 出

214億7,610万円

◆民生費◆ 57億3,920万円

高齢者・障害者福祉、子育て支援、生活

保護などに使われるお金

◆公債費◆ 36億5,554万円

市が借り入れたお金の返済金

◆総務費◆ 32億7,466万円

市役所の運営管理、企画振興、地域振

興などに使われるお金

◆衛生費◆ 21億5,023万円

健康診査、予防接種、ごみ処理などに使

われるお金

◆土木費◆ 19億5,015万円

道路、橋梁、河川の維持管理などに使わ

れる金

◆教育費◆ 19億7,564万円

学校教育、社会教育、文化振興などに使

われるお金
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　目的別歳出の状況
（単位：千円・％）

決算額
市民１人あたり

（円）
構成比 決算額

市民１人あたり
（円）

構成比

155,263 5,359 0.7 172,723 5,850 0.7 △ 10.1

3,274,656 113,032 15.3 6,284,308 212,847 25.9 △ 47.9

5,739,200 198,102 26.7 5,115,206 173,250 21.1 12.2

2,150,236 74,220 10.0 2,049,163 69,404 8.4 4.9

8,890 307 0.0 8,186 277 0.0 8.6

1,079,338 37,256 5.0 941,970 31,904 3.9 14.6

776,425 26,800 3.6 997,078 33,771 4.1 △ 22.1

1,950,154 67,314 9.1 2,308,087 78,174 9.5 △ 15.5

696,378 24,037 3.3 793,936 26,890 3.3 △ 12.3

1,975,642 68,194 9.2 1,885,400 63,858 7.8 4.8

災害復旧費 14,383 497 0.1 0 0 0.0 皆増

公債費 3,655,538 126,179 17.0 3,711,960 125,723 15.3 △ 1.5

諸支出金 0 0 0.0 0 0 0.0

予備費 0 0 0.0 0 0 0.0

21,476,103 741,297 100.0 24,268,017 821,948 100.0 △ 11.5

●朝来市の人口　（令和４年３月末） 28,971

　　　　　　　　　　　 （令和３年３月末） 29,525 29,525

　　　　　　　　　　　 （令和２年３月末） 30,076 30,076

　　　　　　　　　　　 （平成３１年３月末） 30,497 30,497

　　　　　　　　　　　 （平成３０年３月末） 30,848 30,848

令和３年度 令和２年度
対前年
増減率

名　　　　　称

商工費

合　　　　　計

総務費

民生費

衛生費

教育費

農林水産業費

労働費

消防費

土木費

議会費
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　令和３年度歳出決算額の内訳（性質別）

　用語解説

◆人件費◆ 35億5,174万円

市職員の給与や手当などに使われるお

金

◆物件費◆ 28億8,142万円

施設の維持管理などに使われるお金

◆補助費等◆ 43億8,207万円

各種団体への補助金などに使われるお

金

◆扶助費◆ 32億6,957万円

生活保護や児童手当、医療費助成など

に使われるお金

◆繰出金◆ 14億2,696万円

特別会計へ支出したお金

◆普通建設事業費◆ 16億9,519万円

建物や道路の建設などに使われるお金

補助費等

43億8,207万円

20.4%

人件費

35億5,174万円

16.5%

扶助費

32億6,957万円

15.2%

物件費

28億8,142万円

13.4%

維持補修費

5,486万円

0.3%

普通建設事業費

16億9,519万円

7.9%

災害復旧費

2,130万円

0.1%

公債費

36億5,554万円

17.0%

繰出金

14億2,696万円

6.7%

その他

5億3,745万円

2.5%

投資的

経費

8.0%

その他

経費

26.2%

歳 出
214億7,610万円
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　性質別歳出の状況
（単位：千円・％）

決算額
市民１人あたり

（円）
構成比 決算額

市民１人あたり
（円）

構成比

消費的経費 14,139,658 488,063 65.8 16,517,264 559,433 68.1 △ 14.4

人件費 3,551,737 122,596 16.5 3,414,095 115,634 14.1 4.0

物件費 2,881,416 99,459 13.4 2,771,359 93,865 11.4 4.0

補助費等 4,382,070 151,257 20.4 7,627,121 258,328 31.4 △ 42.5

扶助費 3,269,570 112,857 15.2 2,646,190 89,625 11.0 23.6

維持補修費 54,865 1,894 0.3 58,499 1,981 0.2 △ 6.2

投資的経費 1,716,495 59,249 8.0 2,147,477 72,734 8.8 △ 20.1

普通建設事業費 1,695,191 58,514 7.9 2,147,477 72,734 8.8 △ 21.1

災害復旧費 21,304 735 0.1 0 0 0.0 皆増

その他経費 5,619,950 193,985 26.2 5,603,276 189,781 23.1 0.3

公債費 3,655,536 126,179 17.0 3,711,462 125,706 15.3 △ 1.5

繰出金 1,426,958 49,255 6.7 1,378,120 46,676 5.7 3.5

貸付金 108,910 3,759 0.5 109,100 3,695 0.4 △ 0.2

積立金 428,546 14,792 2.0 404,594 13,704 1.7 5.9

投資及び出資金 0 0 0.0 0 0 0.0

21,476,103 741,297 100.0 24,268,017 821,948 100.0 △ 11.5

●朝来市の人口  （令和４年３月末） 28,971

　　　　　　　　　　　 （令和３年３月末） 29,525 29,525

　　　　　　　　　　　 （令和２年３月末） 30,076 30,076

　　　　　　　　　　　 （平成３１年３月末） 30,497 30,497

　　　　　　　　　　　 （平成３０年３月末） 30,848 30,848

　　　　　　　　　　　 （平成２９年３月末） 31,271 31,271

　　　　　　　　　　　 （平成２８年３月末）

　　 　　　　　　　　　（平成２７年３月末）

　　　　　　　　　　 　（平成２４年３月末）

令和３年度 令和２年度
対前年
増減率

合　　　　　計

名　　　　　称
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　令和３年度会計別決算の状況
（単位：千円）

歳入決算額 a 歳出決算額 b
形式収支

a-b=c
翌年度に繰り越
すべき財源 d

実質収支 c-d

7,944,507 7,778,398 166,109 0 166,109

国民健康保険 3,471,032 3,421,665 49,367 0 49,367

宅地開発事業 7,495 317 7,178 0 7,178

休日診療所 11,742 11,742 0 0 0

介護保険 3,944,174 3,847,241 96,933 0 96,933

後期高齢者医療 504,495 491,974 12,521 0 12,521

財産区 5,569 5,459 110 0 110

2,551,297 2,894,610 △ 343,313 0 △ 343,313

水道事業（収益的収支） 751,512 679,231 72,281 0 72,281

水道事業（資本的収支） 77,604 394,262 △ 316,658 0 △ 316,658

工業用水道事業（収益的収支） 18,098 15,163 2,935 0 2,935

工業用水道事業（資本的収支） 0 0 0 0 0

下水道事業（収益的収支） 1,250,852 1,056,586 194,266 0 194,266

下水道事業（資本的収支） 453,231 749,368 △ 296,137 0 △ 296,137

22,625,118 21,476,103 1,149,015 192,262 956,753

33,120,922 32,149,111 971,811 192,262 779,549総合計

　特別会計は、一般会計とは切り離し、独立した予算で行う会計で、市では国民健康保険、介護保険な
どの６つの会計を設けています。
　一方、企業会計は、地方公営企業法の適用を受けるもので、特定の事業についての収入で支出をま
かなう独立採算制をとっており、水道事業会計、工業用水道事業会計、下水道事業会計がこれにあたり
ます。

会計名

一般会計（再掲）

特別会計合計

企業会計合計

４ 特別会計・企業会計
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　市税の収納状況
（単位：千円・％）

調定額 収入済額
市民１人

あたり（円）
収納率 調定額 収入済額

市民１人
あたり（円）

収納率 増減額 増減率

1,535,876 1,467,048 50,638 95.5 1,504,091 1,432,941 48,533 95.3 34,107 2.4

2,761,399 2,600,892 89,776 94.2 2,918,990 2,712,117 91,858 92.9 △ 111,225 △ 4.1

135,432 122,941 4,244 90.8 130,970 119,007 4,031 90.9 3,934 3.3

206,557 206,557 7,130 100.0 196,223 196,223 6,646 100.0 10,334 5.3

5,852 5,019 173 85.8 6,166 3,474 118 56.3 1,545 44.5

4,645,116 4,402,457 151,961 94.8 4,756,440 4,463,762 151,186 93.8 △ 61,305 △ 1.4

　用語解説

　市税の収納状況について掲載します。令和３年度は44億246万円の市税を収入しています。

名　　称

令和３年度 令和２年度 収入済額の比較

合　　計

市民税

固定資産税

軽自動車税

市たばこ税

入湯税

◆市民税◆

個人所得や会社・団体の収益などに対し
てかかる税金

◆固定資産税◆

土地・家屋・償却資産（事業に使う機械な
ど）に対してかかる税金

◆軽自動車税◆

軽自動車や原動機付自転車などにかか
る税金

◆市たばこ税◆

市内で販売されたたばこの消費に対して
かかる税金

◆入湯税◆

温泉の入浴にかかる税金

５ 市税
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　　　　　　市税収入額・収納率 　　市民１人あたりの市税収入額

　直近７年間の市税収入額・収納率及び１人あたりの納税額は以下のように推移しています。
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　市債の状況
（単位：千円・％）

発 行 額 元金償還額 年度末現在高 市民１人あたり 発 行 額 元金償還額 年度末現在高 市民１人あたり

994,000 3,558,042 17,926,577 619 1,455,800 3,586,019 20,490,619 694 △ 2,564,042 △ 12.5

88,400 985,921 6,507,564 225 132,000 971,073 7,405,085 251 △ 897,521 △ 12.1

水道事業 64,700 299,975 2,720,457 94 117,600 290,473 2,955,732 100 △ 235,275 △ 8.0

下水道事業 23,700 685,946 3,787,107 131 14,400 680,600 4,449,353 151 △ 662,246 △ 14.9

1,082,400 4,543,963 24,434,141 844 1,587,800 4,557,092 27,895,704 945 △ 3,461,563 △ 12.4

　市債（市の借金）の発行及び償還状況について掲載します。令和３年度は新たに10億8,240万円の市債を発行し、45億4,396万円を償還しました。

企業会計

全会計　合計

一般会計

名　　称
令和２年度令和３年度

増　減　額
対前年
増減率
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　基金の状況（一般会計） （単位：千円・％）

令和２年度

年度末現在高 積 立 額 取 崩 額 年度末現在高

3,510,830 402,378 0 3,913,208 402,378 11.5

9,537 8 0 9,545 8 0.1

37,021 20,029 0 57,050 20,029 54.1

1,134,878 261,938 245,200 1,151,616 16,738 1.5

229,736 182 0 229,918 182 0.1

57,100 0 0 57,100 0 0.0

100,000 0 0 100,000 0 0.0

629,664 0 553 629,111 △ 553 △ 0.1

2,059,214 0 60,000 1,999,214 △ 60,000 △ 2.9

909 1 0 910 1 0.1

33,790 27 0 33,817 27 0.1

76,907 2,366 0 79,273 2,366 3.1

45,580 37 0 45,617 37 0.1

22,303 5,286 0 27,589 5,286 23.7

7,155 0 0 7,155 0 0.0

572,879 355 0 573,234 355 0.1

309,416 26,850 0 336,266 26,850 8.7

80,705 63 3,600 77,168 △ 3,537 △ 4.4

2,748 850 0 3,598 850 30.9

1,678,671 1,331 0 1,680,002 1,331 0.1

52,968 44,026 0 96,994 44,026 83.1

0 63,174 0 63,174 63,174 皆増

10,652,011 828,901 309,353 11,171,559 519,548 4.9

　基金（市の貯金）の状況について掲載します。令和３年度は一般会計で8億2,890万円を積立て、3億935
万円を取り崩しました。

公共施設等総合管理基金

森林経営管理事業基金

交通安全対策基金

合　　計

揚水施設基金

土地開発基金

コミュニティ・プラント維持基金

竹田城跡保護基金

学校教育施設整備基金

地域振興基金

資源循環対策基金

ふるさと水と土保全対策基金

クラインガルテン伊由の郷
管理事業基金

さのう高原管理事業基金

地域産業活性化事業基金

播但線電化高速化整備費
負担事業基金

文化会館維持基金

国際文化交流基金

地域福祉基金

財政調整基金

減債基金

ケーブルテレビシステム
施設維持基金

ふるさと創生基金

名　　称
令和３年度

対前年増減額
対前年
増減率

７ 基金
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　直近７年間一般会計基金残高は以下のように推移しています。

　年度末基金残高の推移（一般会計）
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　基金の目的、主な使途について（一般会計）
（単位：千円）

令和２年度

年度末現在高 積 立 額 取 崩 額 年度末現在高

市財政の健全な運営に必要な財源に充てる。 3,510,830 402,378 0 3,913,208

市債償還に必要な財源に充てる。 9,537 8 0 9,545

ケーブルテレビシステム施設の維持管理に必要な財源に充てる。 37,021 20,029 0 57,050

ふるさと創生事業に必要な財源に充てる。 1,134,878 261,938 245,200 1,151,616

文化会館自主事業、図書購入費、定住促進事業、地方創
生推進事業、路線バス等生活交通利用促進事業、コミュニ
ティバス運行事業、住みたい田舎移住促進プロジェクト事
業、地域自治協議会支援事業、小中学校ICT教育推進事
業など

播但線電化高速化整備費負担事業に必要な財源に充てる。 229,736 182 0 229,918

文化会館の維持管理に必要な財源に充てる。 57,100 0 0 57,100

諸外国との相互理解、平和共存を基調とした国際社会人の育成及び国際
文化交流事業の推進を図るための事業に必要な財源に充てる。

100,000 0 0 100,000

民間の福祉活動を推進し、高齢者等の健康及び福祉の増進を図るための
事業に必要な財源に充てる。

629,664 0 553 629,111
ボランティアグループ育成事業、社会福祉協議会運営補助
金

市民の連携強化及び全市域の均衡ある地域振興を図るための事業に必
要な財源に充てる。

2,059,214 0 60,000 1,999,214 地域自治協議会支援事業

地球環境に負荷の少ない資源循環型の住みよいまちづくりを推進するた
めの事業に必要な財源に充てる。

909 1 0 910

土地改良施設及び同施設に関連する地域資源の多面的利活用を通じて
住民活動と地域の活性化に対する事業支援に必要な財源に充てる。

33,790 27 0 33,817

クラインガルテン伊由の郷の維持管理に必要な財源に充てる。 76,907 2,366 0 79,273

さのう高原の維持管理に必要な財源に充てる。 45,580 37 0 45,617

地域産業の活性化を目的に設置した施設の維持管理及び建設改良に必
要な財源に充てる。

22,303 5,286 0 27,589

定額の資金を運用し、非常用水及びかんがいに供する目的をもって揚水
を行うための施設の維持管理に必要な財源に充てる。

7,155 0 0 7,155

公用もしくは公共用に供する土地又は公共の利益のために取得する必要
のある土地をあらかじめ取得する財源に充てる。

572,879 355 0 573,234

処理場及び管渠の基幹的な施設改良事業に必要な財源に充てる。 309,416 26,850 0 336,266

竹田城跡の保護事業に必要な財源に充てる。 80,705 63 3,600 77,168 竹田城跡保存整備事業

市立学校の施設整備に要する費用に充てる。 2,748 850 0 3,598

公共施設等の総合的な管理に必要な財源に充てる。 1,678,671 1,331 0 1,680,002

森林経営管理事業に必要な財源に充てる。 52,968 44,026 0 96,994

交通安全対策の推進に必要な財源に充てる。 0 63,174 0 63,174

10,652,011 828,901 309,353 11,171,559合　　計

さのう高原管理事業基金

地域産業活性化事業基金

揚水施設基金

土地開発基金

コミュニティ・プラント維持基
金

森林経営管理事業基金

クラインガルテン伊由の郷
管理事業基金

地域福祉基金

交通安全対策基金

竹田城跡保護基金

学校教育施設整備基金

令和３年度
設置目的

ふるさと創生基金

主な活用事業

ケーブルテレビシステム
施設維持基金

公共施設等総合管理基金

地域振興基金

資源循環対策基金

ふるさと水と土保全対策基金

播但線電化高速化整備費
負担事業基金

文化会館維持基金

国際文化交流基金

財政調整基金

減債基金

名　　称
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健全化判断比率の状況

（単位：％）

名称 令和３年度 令和２年度 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率
－

(△7.43)
－

(△6.16)
12.96 20.00

連結実質赤字比率
－

(△30.27)
－

(△29.02)
17.96 30.00

実質公債費比率 11.6 11.3 25.0 35.0

将来負担比率
－

(△40.2)
－

(△19.8)
350.0

資金不足比率の状況

（単位：％）

指標の名称 令和３年度 令和２年度 経営健全化基準

資金不足比率 － － 20.0

※資金不足がないため「－」と表示しています。

経常収支比率の状況

（単位：％）

指標の名称 令和３年度 令和２年度

経常収支比率 85.6 89.1

　地方公共団体の経常的な収入である、市税や地方交付税などが、人件費や公債費などの経常的な経費にど
の程度充てられているかを示す指標です。この比率が高いほど財源に余裕がないことを示しており、低いほど市
独自の事業を行う余裕があることを示しています。令和３年度決算では、経常収支比率は85.6％となりました。

　公営企業会計の経営健全化の指標として「資金不足比率」がありますが、朝来市の公営企業会計はすべて黒
字で資金不足は発生しておらず、すべての公営企業会計で健全性が確保できています。

　健全化判断比率等とは、地方公共団体の財政破綻を未然に防ぐため、財政状況を把握し、悪化した団体に対
して早期に健全化を促すため、毎年度決算時に判断指標を算定することが義務づけられているものです。
　令和３年度決算に基づく算定の結果、すべての指標で早期健全化基準を下回り、市の財政は一定の健全性を
確保できています。

※将来負担比率について、公債費充当可能財源等が将来負担額を上回り、比率が算定されないため「－」と表示しています。

※実質赤字額・連結実質赤字額がないため「－」と表示しています。

８ 財政指標

◎実質赤字比率 ：一般会計の赤字の程度

◎連結実質赤字比率：すべての会計を合わせた赤字の程度

◎実質公債費比率 ：公債費（借入金の返済）と、これに準ずる経費の程度

◎将来負担比率 ：企業会計・出資法人も含めた将来の支払予定額の程度

◎資金不足比率 ：公営企業会計ごとに事業規模からみた資金不足の割合

◎経常収支比率 ：歳入経常一般財源のうち、経常経費に充当される割合

用語解説

※一般の家庭で例えると、以下のようなものです。

必要な生活費

経常収支比率 ＝ －

毎月入ってくる給料
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　（歳入）

372,323 千円

　（歳出）

国県支出金 その他

引上げ分の
地方消費税

（社会保障財源
化分の交付金）

その他

乳幼児等医療費助成事業 58,346 16,282 26,673 15,391

こども医療費助成事業 32,681 6,127 1 21,154 5,399

高校生等医療費助成事業 329 329

障害者（児）地域生活支援事業 14,895 4,248 3,533 7,114

小　　計 106,251 26,657 1 51,689 27,904

公立保育所・こども園運営管理事業 316,293 2,695 13,655 189,355 110,588

私立保育所・こども園運営支援事業 597,934 421,197 8,557 106,173 62,007

小　　計 914,227 423,892 22,212 295,528 172,595

予防接種事業 95,986 1,420 25,106 69,460

小　　計 95,986 1,420 0 25,106 69,460

1,116,464 451,969 22,213 372,323 269,959

　引上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）を充当した社会保障施策に要する経費

　令和元年10月から、消費税が8％から10％へ引き上げられたことに伴い、地方消費税率については

1.7％から2.2％に引き上げられ、引き上げ分のうち1.2％の地方消費税交付金については、社会保障４経

費その他社会保障施策に要する経費の財源に充てることとされています。

　令和３年度の地方消費税交付金は704,879千円で、うち社会保障財源化分372,323千円を下記の事業

に充当しています。

地方消費税交付金（社会保障財源化分）

（単位：千円）

事業名 経費

財源内訳

特定財源 一般財源

合計

社会
福祉

児童
福祉

保健
衛生

９ その他
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　（歳入）

5,019 千円

　（歳出）

国県支出金 その他 入湯税 その他

環境
衛生

観光施設整備事業 5,938 1,555 4,383

消防 消防施設等整備事業 17,102 8,800 2,173 6,129

観光 観光協会等支援事業 5,031 100 1,291 3,640

28,071 0 8,900 5,019 14,152合計

　入湯税の使途状況について

　入湯税は、環境衛生施設の整備、鉱泉源の保護管理施設の整備、消防施設その他消防活動に必要な
施設の整備及び観光の振興（観光施設の整備を含む）に要する費用に充てる目的税です。
　令和３年度の入湯税を下記の事業に充当しています。

入湯税（滞納繰越分含む）

（単位：千円）

事業名 経費

財源内訳

特定財源 一般財源
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